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―
―
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
中
で
も
古
い
歴
史

を
誇
り
ま
す
が
、来
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
ま
で
諸
説
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
、
新
た

な
資
料
が
発
見
さ
れ
、
明
治
元
年
に
維
新
の
官

軍
の
傷
病
兵
を
手
当
て
す
る
兵
隊
假
病
院
が
嚆

矢
と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
以
来
、
１
世

紀
半
、
戦
前
は
軍
、
戦
後
は
社
会
の
要
請
に
応

え
な
が
ら
、
最
善
の
総
合
医
療
の
提
供
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
に
は
、
国
立
高
度

専
門
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
当
院
の
他
、

国
府
台
病
院
、
研
究
所
、
看
護
大
学
校
、
そ
し

て
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
等
の
各
種
セ
ン
タ
ー
を
擁

す
か
な
り
大
き
な
組
織
に
成
長
し
て
き
て
、
そ
の

役
割
も
広
く
、
そ
し
て
責
務
も
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

―
―
他
の
５
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
異
な
り
、

幅
広
い
医
療
を
展
開
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

他
の
セ
ン
タ
ー
の
病
院
は
専
門
に
特
化
し
て
い

ま
す
が
、
当
院
は
唯
一
の
総
合
病
院
で
す
。
そ
の

総
合
的
医
療
を
基
盤
と
す
る
高
度
急
性
期
医
療

の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
特
に
強
く
取
り
組

む
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ボ
ラ
出

血
熱
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
等
の
国
際
感
染
症
へ
の
対
応
、

糖
尿
病
を
中
心
と
す
る
生
活
習
慣
病
へ
の
対
応
、

エ
イ
ズ
治
療
、
救
急
医
療
等
で
す
。

　

当
院
が
総
合
病
院
で
あ
る
強
み
は
、
例
え
ば
エ

ボ
ラ
出
血
熱
が
重
症
化
し
た
場
合
や
、
糖
尿
病

患
者
が
が
ん
に
か
か
っ
た
場
合
な
ど
も
、
診
療
科

横
断
的
に
治
療
や
研
究
に
注
力
で
き
る
と
い
う

た
医
療
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
当
院
で

は
、
シ
ス
テ
ム
で
ア
ラ
ー
ト
を
出
し
て
医
師
の
気

づ
き
を
促
す
仕
組
み
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
医
療
安
全
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
非

常
に
大
き
な
有
効
策
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

経
営
情
報
も
従
前
、
診
療
情
報
管
理
室
で
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
出
し
て
も
ら
っ
て
き
ま
し
た

が
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
即
座
に
デ
ー
タ
抽
出
、
分

析
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
大
い
に
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
バ
イ
オ
バ
ン
ク
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
進
展
に
は
患
者
情

報
が
極
め
て
詳
細
か
つ
的
確
に
分
か
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
情

報
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
ド
ッ
キ
ン
グ
す
れ
ば
、
大

き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

―
―
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
病
院
と
し

て
の
、
計
画
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

今
、
関
係
部
署
よ
り
い
く
つ
か
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
真
夏
の
開
催

と
い
う
こ
と
か
ら
熱
中
症
対
策
に
加
え
、
感
染

症
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
大
き
な
部
分
を
占

め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
災
害
、

こ
と
で
し
ょ
う
。

―
―
国
際
診
療
部
を
設
置
す
る
な
ど
、外
国
人
の

方
々
へ
の
対
応
に
熱
心
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

都
心
部
と
い
う
地
域
柄
、
外
国
人
の
外
来
が

多
く
、
入
院
外
来
の
５
～
６
％
、
救
急
に
至
っ

て
は
12
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
際

診
療
部
を
15
年
に
立
ち
上
げ
た
の
で
す
。
通
訳

含
め
人
的
資
源
を
配
置
し
、
そ
こ
を
起
点
に
各

診
療
科
と
連
携
す
る
よ
う
に
し
た
結
果
、
受
け

入
れ
が
円
滑
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
近
で

す
が
、
最
新
の
多
言
語
対
応
再
来
受
付
機
も
設

置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
お
か
げ
で
、
紹
介
さ
れ

る
地
域
の
先
生
方
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
お
、
こ
の
取
り
組
み
の
結
果
と
し
て

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
（
＊
）
取
得
に
際
し
て
の
審
査
は
非

常
に
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

　

な
お
、
当
院
は
１
９
５
４
年
に
日
本
初
の
人
間

ド
ッ
ク
を
実
施
し
た
施
設
で
す
が
、
昨
年
5
月
に

施
設
を
拡
充
し
た
お
か
げ
で
大
好
評
を
博
し
て

お
り
、
こ
こ
で
も
多
い
時
に
は
３
割
が
外
国
の

方
々
で
す
。
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の
方
々
が
多
い

た
め
、
通
訳
の
配
置
だ
け
で
な
く
自
動
音
声
翻

訳
機
器
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も
活
用
し
て
な
ん
と
か
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
新
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
始
め
ま

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
期
待
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

当
院
が
目
指
す
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
医
療

安
全
の
確
保
、
院
内
感
染
対
策
、
そ
し
て
健
全

経
営
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
実
現
に

対
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
医
療
安
全
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
し
い

電
子
カ
ル
テ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ア
ラ
ー
ト
機
能
が

実
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
頃
、
病
理
検
査
や
画

像
診
断
の
レ
ポ
ー
ト
の
読
み
忘
れ
が
問
題
に
な
っ

テ
ロ
等
へ
の
対
応
や
外
国
か
ら
来
ら
れ
る
方
々
の

対
応
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
、

今
、
当
院
が
持
つ
リ
ソ
ー
ス
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
ど
の
よ
う
に
協
力
で
き
る
か
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

―
―
現
在
の
課
題
を
含
め
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

新
専
門
医
制
度
が
整
備
さ
れ
、
４
月
か
ら
新

制
度
に
基
づ
く
研
修
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、

こ
の
制
度
は
大
学
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら

れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
都
市
部
の
大
学
に
か
な
り

の
人
材
が
集
中
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
当
院
は
非
常
に
危
惧
を
抱
い
て
い
ま

す
。
実
際
に
昨
夏
の
採
用
試
験
で
は
、
応
募
者
が

激
減
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
よ
り
切
実
な
の
は
、
初
期
臨

床
研
修
を
行
っ
て
い
な
い
他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
で
し
ょ
う
。
制
度
あ
り
き
で
は
な
く
、
本
当

に
優
秀
な
専
門
医
が
育
成
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
、
今
、
真
剣
に
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

唯
一
の
総
合
病
院
で
あ
る
当
院
が
取
り
ま
と
め
役

に
な
っ
て
、
き
ち
ん
と
し
た
専
門
医
を
養
成
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
る
よ
う
に
旗
を
振
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ア
ク
セ
ス
の
バ
ラ
ン
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配
慮
し
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高
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

機
能
性
の
高
い
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更
新
を
実
施
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国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、
早

く
か
ら
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
を
進
め
て
き
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
10
年
に
は
現
在
の
地
上
16
階
・

地
下
２
階
建
の
病
棟
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
Ｎ
Ｅ

Ｃ
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム「M

egaO
akH

R

（
メ

ガ
オ
ー
ク 

エ
イ
チ
ア
ー
ル
）」
を
導
入
。
そ
れ
と

同
時
に
院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
も
整
備
す
る
な
ど
、
医
療

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
長
い
間
、
医
療
情
報
管
理
部
門
の

専
任
ス
タ
ッ
フ
が
不
在
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

同
セ
ン
タ
ー
は
15
年
１
月
、
当
時
、
東
京
大
学

医
学
部
附
属
病
院
企
画
情
報
運
営
部 

部
長
で

あ
っ
た
美
代
賢
吾
氏
を
理
事
長
特
任
補
佐
／
医

療
情
報
管
理
部
門
長
と
し
て
招
聘
。
新
し
い
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
の
責
任
者
と
し
た
。
美

代
氏
は
、
赴
任
時
の
状
況
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
振

り
返
る
。

「
当
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
１
年
に
当
時
最
先
端
の

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
医
療

Ｉ
Ｔ
へ
の
取
り
組
み
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

医
療
機
関
で
す
。し
か
し
、シ
ス
テ
ム
更
新
が
迫
っ

て
き
た
15
年
に
私
が
赴
任
し
た
時
は
、
併
任
の

ス
タ
ッ
フ
が
数
名
い
る
以
外
、
医
療
情
報
部
門
の

専
従
職
員
は
私
と
１
名
の
事
務
職
員
が
い
る
の

み
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
構
築
に
当
た
り
、
医
療
情
報
に

精
通
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
多
数
集
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
各
部
署
を
尋
ね
て
医
療
情
報
技
術

に
精
通
し
た
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
て
回
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　

そ
の
甲
斐
も
あ
り
、
美
代
氏
は
医
療
情
報
技

師
の
有
資
格
者
な
ど
、
各
部
署
よ
り
計
８
名
の

ス
タ
ッ
フ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
医
療

情
報
部
門
を
編
成
し
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
想

を
練
っ
た
と
い
う
。

「
新
し
い
シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
て
は
、
経
営
層

か
ら
は
で
き
る
だ
け
安
価
で
研
究
に
役
立
つ
シ
ス

テ
ム
を
、
医
療
現
場
か
ら
は
高
度
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
も
含
め
た
使
い
や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
経
営
す
る
立
場
か

ら
見
る
と
直
接
収
益
を
生
み
出
す
も
の
で
は
な

く
、
導
入
効
果
が
見
え
に
く
い
た
め
、
で
き
る

だ
け
費
用
を
か
け
た
く
な
い
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
、
医
療
現
場
で
は
機
能
的
で
使
い
や
す
く
、

医
療
の
質
向
上
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
を
求
め

ま
す
か
ら
、当
然
コ
ス
ト
に
跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
保
ち
つ

つ
利
便
性
を
担
保
す
る
と
い
う
相
反
す
る
要
求

に
加
え
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
、
こ
の
医
療
現
場
と
経
営
層
の
ギ
ャ
ッ
プ

を
埋
め
る
た
め
、
病
院
幹
部
へ
の
具
体
的
な
コ
ス

ト
比
較
や
客
観
的
数
字
を
説
明
す
る
な
ど
し
て
、

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新
に
対
し
て
理
解
を
求

　

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
が

２
０
１
７
年
１
月
に
更
新
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
を
含
む
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
能
を
高
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
利
便

性
に
富
ん
だ
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
新
機
軸

に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
有
用
性
、
そ
し

て
先
進
性
に
つ
い
て
、
15
年
に
国
立
国
際
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
、
同
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
携
わ
っ
た
理
事
長
特
任
補
佐
で
医
療
情
報
管

理
部
門
長
の
美
代
賢
吾
氏
他
、
医
療
情
報
管
理

部
門
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
ら
に
話
を
聞
い
た
。

め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
構
築
に
際
し
て
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
考
え
た
の
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
機
能
だ

け
で
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
間
の
情
報
共
有
を
促
進
す

る
た
め
に
、
外
部
ア
ク
セ
ス
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
、そ
し
て
、国
際
化
へ
の
対
応
、サ
イ
バ
ー

攻
撃
か
ら
の
防
御
機
能
に
優
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
仕
様
書
に
ま
と
め
、
総

合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
に
よ
っ
て
採
用
し
た
の

が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
現
・
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
の

で
す
。
な
お
、
前
シ
ス
テ
ム
も
同
社
の
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
『M

egaO
akH

R

』
で
し
た
」

　

２
０
１
７
年
１
月
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
入
札
を

経
て
「M

egaO
akH

R

」
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
。

新
し
く
開
発
し
た
機
能
を
盛
り
込
み
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
だ
け
で
な
く
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
も
一
新
。
美

代
氏
が
同
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
す
る
以
前
か
ら
医

療
情
報
管
理
部
門
に
携
わ
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
の

１
人
で
あ
る
消
化
器
内
科
医
師
の
櫻
井
俊
之
氏

は
、
新
し
い
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
セ
ン
タ
ー
の
消
化
器
内
科
は
、
急
患
と
外
来

患
者
を
含
め
て
患
者
数
が
非
常
に
多
く
、
緊
急

内
視
鏡
な
ど
の
検
査
や
画
像
を
扱
う
こ
と
も
多

い
た
め
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
操
作
性
を
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
に
望
み
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ス
テ
ム
更
新
で
は
、
患
者
の
サ
マ

リ
ー
を
一
画
面
で
参
照
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
機
能
が

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
、

使
い
勝
手
の
良
い
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
す

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
＆
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
一
新
し
、

診
療
・
研
究
・
経
営
に
関
す
る
機
能
を
強
化

新
・
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「M

egaO
akH
R

」

電子カルテを操作する櫻井俊之氏。院
内には 1300 台以上のデスクトップ PC の
ほか、約 600 台のノートPC、400 台のタ
ブレット端末が導入されている

―医療情報担当副院長就任
の経緯をお聞きします。
　もともとパソコンが好きで、
大学の医局に在籍していた時、
ネットワーク関連の技術が勃興
してきたことで興味を覚え、勉
強していました。当院の副院長
に就任した際、当時の院長に「情
報関連を担当して欲しい」と請
われ、承諾したという経緯です。
―医療情報に関しての現在
の具体的役割をお聞きします。
　当初は医療情報管理部門長
も兼ねていたのですが、2015
年に現・美代部門長が就任さ
れてからは、ユーザの視座から
意見やアイデアを出しています。

い業務を遂行できるのかという
ことを中心に、ソフト面や運用
面を考えています。
―新システムに期待すること
をお聞かせください。
　なにはともあれ「情報セキュ
リティ」です。つぎに「スピード」
です。電子カルテは進化してき
ていますが、人間が望むスピー
ドに全然追い付いていません。
これには、ベンダーも更なる努
力を望むところですね。もう1
つは、「研究や治験への活用」
です。これについて、どのよう
にその個人情報の保護を担保
していくかは、患者の同意の取
得など、運用も含めて取り組む

―以前のシステムの課題につ
いて教えて下さい。
　セキュリティの問題が最も大
きかったです。部門システムが
危ういな、とかネットワークが
脆弱ではないか、ということは
常に脳裏にありました。
―新システムにより、こうした
課題に対応したのですね。
　そうです。美代部門長が就
任されて直ぐに、これらのこと
が問題であると率直に言わせて
もらいました。私の危惧を理解
してくれ、新システム構築に反
映させてくれています。私は、ど
のようなシステムを作ったら、
医師を含め全スタッフが質の高

必要があります。
―この病院ならではの重視す
べき要件はありましたか。
　やはり、VIP が来院すること
からの VIP の個人情報に対す
る対策が挙げられます。業務上
必要なスタッフのみ情報アクセ
スができる取り組みを進めてい
ます。
―新システムへの評価をお聞
かせいただけませんか。
　概ね、良いですね。ただ、
新システムとは別の話として、
私が「電子カルテ」というもの
に望む機能は、もっと高みにあ
ります。私がよく言うことですが、
患者さんのカルテを開いた時
に、前回の診療時から変更が
あった箇所を表示するような機
能を実装して欲しいのです。差
分の表示ですね。そのような機
能は医療安全上でも、教育上
でも有用であると思います。今
や、AI が診断の支援をする時
代です。もう一息、秘書的なア
シストをしてくれるような診療支
援機能を持つ電子カルテを望
んでいます。

美代賢吾氏の前任者で、現在は国立国際医療研究センター病院の
医療情報担当副院長を務める橋本政典氏に、
同センターにおける医療 ICTの現況について聞いた。

I n t e r v i e w

国立国際医療研究センター病院
副院長

橋本政典氏に聞く
はしもと・まさのり

2017 年 1 月に電子カルテシステム「MegaOakHR（NEC）」を更新。最新式の機能を搭載した
ほか、国立国際医療研究センター病院は NECと共同で 5ヵ国語に対応した再来受付機を開発
するなど、“国際”医療センターとして外国人患者の円滑な受け入れに向けた対応を進めている

病 院 情 報 シス テ ム の 全 体 像

美代賢吾（みよ・けんご）氏

（    ）10新　医　療　2017年5月号（    ）11 新　医　療　2017年5月号



追
加
さ
れ
、
画
面
が
見
や
す
く
な
っ
た
上
に
シ
ス

テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
も
向
上
し
た
の
で
、
急
ぎ
た

い
時
に
素
早
く
、
質
の
高
い
診
療
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
確
実
に
医
療
の
質
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

看
護
部
所
属
で
、
医
療
情
報
管
理
部
門
ス
タ
ッ

フ
を
併
任
す
る
看
護
師
の
西 

亮
太
氏
も
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
高
く
評
価
す
る
１
人
だ
。

「
看
護
部
は
約
８
０
０
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
大

所
帯
で
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
利
用
頻
度
も

高
い
職
種
の
１
つ
で
す
。

　

今
回
の
更
新
で
は
、
携
帯
端
末
の
更
新
で
最

も
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
従
来
の
携
帯
端
末
は
Ｐ
Ｄ
Ａ
で
し
た
が
、
煩

雑
な
業
務
も
多
い
中
で
駆
動
時
間
が
短
く
、
動

き
も
遅
か
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
や
レ
ス
ポ

ン
ス
を
改
善
し
、
落
下
や
水
に
濡
れ
て
も
問
題
な

い
堅
牢
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
看
護
部
の
要
望

と
し
て
集
約
で
き
た
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
に
代
わ
る
端

末
と
し
て
現
在
の
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス
を
選
択
し

ま
し
た
。
新
デ
バ
イ
ス
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
レ

ス
ポ
ン
ス
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
視
認
性
も
高
ま

り
、
非
常
に
便
利
に
な
り
ま
し
た
ね
。
電
子
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
自
体
は
、
従
来
と
同
一
ベ
ン
ダ
の
シ

ス
テ
ム
な
の
で
操
作
性
等
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と

も
あ
り
、
業
務
が
円
滑
に
遂
行
で
き
て
い
ま
す
」

　

医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
管
理
・
運
用
す
る
情
報
管
理

室
と
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
医
事
関
係
お
よ
び
診

療
情
報
を
管
理
し
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
統
計
・
解

析
デ
ー
タ
等
を
提
供
す
る
診
療
情
報
管
理
室
の

業
務
を
兼
務
す
る
石
割
大
範
氏
は
、
新
し
い
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
が
更
新
さ
れ
た
こ
と
で
、
収
集
可
能

な
デ
ー
タ
の
量
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
を
解
析
す
る
た
め
の
機
能
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
、
よ
り
有
用
な
診
療
や
研
究
、
病
院
経

営
等
に
役
立
つ
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
関
し
て
で
す
が
、
医
事
の
診
療

報
酬
請
求
の
情
報
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

カ
ル
テ
情
報
と
突
き
合
わ
せ
て
解
析
す
る
こ
と

で
、
病
院
経
営
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
分
析
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

診
療
情
報
管
理
士
と
医
療
情
報
技
師
の
資
格

を
有
し
、
２
つ
の
職
を
兼
務
す
る
自
身
の
役
割

に
つ
い
て
、
石
割
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。

「
診
療
情
報
管
理
と
情
報
管
理
の
業
務
は
重
な
る

部
分
が
多
く
、
両
方
の
分
野
に
精
通
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
扱
う
デ
ー
タ
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
そ

「多機能となった病院情報システムの
データの 2 次利用を促進していきたい」
と話す消化器内科医の櫻井俊之氏

低
減
す
る
た
め
の
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
認
証
を
追

加
し
、
多
要
素
認
証
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）
に
よ
る
高
い
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
同
時
に
満
足
さ
せ
る
た
め
に
採
用

し
た
の
が
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
「O

ffice 365

」
と
情
報
保
護
ソ
フ
ト

「A
zure RM

S

」
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

「O
ffice 365

」
と
は
、「O

ffice

」
関
連
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
メ
ー
ル
を
作
成
・
受
信
す
る

「Exchange

」、
情
報
の
管
理
・
共
有
を
行
う

「SharePoint

」
な
ど
の
機
能
を
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
に
よ
っ
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ

る
。
メ
ー
ル
機
能
に
対
し
て
櫻
井
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
評
価
す
る
。

「
メ
ー
ル
機
能
の
使
用
頻
度
は
高
く
、
特
に
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
は
１
週
間
に
何
通
も
メ
ー

ル
が
往
来
し
ま
す
。
そ
れ
ら
に
は
関
連
情
報
や

資
料
な
ど
を
付
随
さ
せ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
新
し
い
メ
ー
ル
機
能
で
は
、
デ
ー
タ
作
成
が

非
常
に
簡
単
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
外
出
し

て
い
る
際
も
容
易
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」

　

看
護
師
の
西
氏
も
、
看
護
部
内
で
の
メ
ー
ル

機
能
に
対
す
る
評
価
は
高
い
と
話
す
。

「
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
導
入
以
前
は
、
そ
れ
ほ
ど
重

要
視
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
新
シ

の
デ
ー
タ
を
ど
れ
だ
け
活
用
で
き
る
か
は
、
私
た

ち
が
ど
れ
だ
け
デ
ー
タ
を
精
査
し
、
精
度
の
高
い

デ
ー
タ
を
残
せ
る
か
次
第
で
す
。
今
後
は
、
デ
ー

タ
の
質
の
管
理
と
２
次
利
用
が
私
た
ち
の
役
割

の
中
で
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
更
新

で
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
膨
大
な
デ
ー
タ
と
解

析
機
能
を
用
い
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
知
り
た
い

情
報
を
ど
こ
ま
で
提
供
で
き
る
か
が
今
後
の
課

題
で
す
ね
」

　

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
の
医

療
機
関
と
異
な
り
、
職
種
が
多
様
で
医
療
職
や

事
務
職
以
外
に
研
究
職
ス
タ
ッ
フ
も
多
数
勤
務

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
情
報
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
電
子
カ
ル
テ
系
、
研
究
系
、
事
務
系
に
分

か
れ
て
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
応
が
求
め
ら
れ
て

き
た
。

　

特
に
連
絡
手
段
の
主
役
で
あ
る
メ
ー
ル
に
関

し
て
は
、
施
設
外
で
も
メ
ー
ル
と
そ
の
添
付
資
料

等
を
確
認
で
き
る
機
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
外
で
も
メ
ー

ル
の
確
認
が
で
き
、
か
つ
十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

性
と
通
信
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
検
討
。
そ
の
結
果
、
院

内
で
は
通
常
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
る
認
証

を
行
い
、
よ
り
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
が
求
め
ら

れ
る
施
設
外
か
ら
の
メ
ー
ル
確
認
に
は
、
パ
ス

ワ
ー
ド
流
出
に
よ
る
「
な
り
す
ま
し
」
リ
ス
ク
を

ス
テ
ム
が
稼
働
し
て
み
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
間
同
士

の
メ
ー
ル
に
よ
る
や
り
と
り
が
意
外
に
多
く
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
院
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共
有
し
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
よ
り
セ
キ
ュ

ア
に
実
施
で
き
る
の
で
、
看
護
部
内
の
評
価
も

高
い
で
す
」

　

薬
剤
部
に
所
属
し
つ
つ
、
医
療
情
報
管
理
部

門
の
業
務
を
兼
務
す
る
薬
剤
師
の
吉
川 

至
氏
は
、

メ
ー
ル
機
能
お
よ
び
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
更
新

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

「
薬
剤
部
に
は
59
名
の
薬
剤
師
が
所
属
し
、
薬
剤

業
務
以
外
に
感
染
症
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
対
策
な
ど
の
研

究
も
手
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
シ
ス
テ
ム

に
依
存
す
る
部
分
も
多
い
で
す
。
新
し
い
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
は
、
薬
剤
部
の
調
剤
支
援
シ
ス

テ
ム
な
ど
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
な
上
に
レ
ス
ポ
ン
ス
も
速
く
な
り
、ま
た
、

機
能
も
追
加
さ
れ
る
な
ど
し
た
こ
と
で
、
非
常

に
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　

新
し
い
メ
ー
ル
機
能
に
つ
い
て
は
、
休
み
の
日

な
ど
で
も
院
外
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
業
務
だ
け
で
な
く
研
究
面
や
そ
れ
ら
以
外

の
仕
事
に
関
す
る
情
報
を
随
時
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

の
で
便
利
で
す
。
ま
た
、
個
人
の
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
の
容
量
も
大
容
量
な
の
で
、
安
心
し
て
デ
ー
タ

を
扱
う
こ
と
が
で
き
、
重
宝
し
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、“
国
際
医
療
”
の
名
の

通
り
、
外
国
人
の
患
者
が
多
く
、
患
者
数
の
５

～
６
％
を
占
め
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
同
セ
ン

院
内
外
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
つ
つ

利
便
性
の
高
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
果
た
す

メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

「看護部のニーズを拾い上げ、それ
を医療情報管理部門に伝えるのが私
の役目」と話す看護師の西 亮太氏

「医療情報管理部門との併任は、薬剤
部としてシステムに対する意見を直接伝
えられる」と話す薬剤師の吉川 至氏

国立国際医療研究センターでは、医療情報系ネットワーク
について仮想化サーバ群を導入。効率的なサーバ運用を
実施し、2000 台以上の電子カルテ端末について高速なレス
ポンスを保ちつつ安定した稼働を実現している

シス テ ム 構 成 図

業務系システムに関するメール機能として、
マイクロソフト社の「Office 365」を採用。
NECとのコラボレーションによって院内は ID
＋パスワード、院外はそれに加えて端末によ
る多要素認証（MFA）を実施しており、セ
キュリティが高く、アクセス性も確保したメー
ル運用を実現している

クラウド 技 術 の 活用（ O f f i c e  3 6 5 ）

サーバ室内の様子。仮想化サーバ群の導
入により、700 床以上の大規模病院ながら、
コンパクトなサーバ構成による省スペース化
を実現している

サーバ室には顔認証システムを導入。入退
室に関するセキュリティを高めつつ、利便性
の高い運用を図っている

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て

総
合
的
な
多
言
語
対
応
を
実
現

５
ヵ
国
語
対
応
再
来
受
付
機

「医療情報管理部門は医療現場とシス
テムベンダとの間の橋渡し役」と話す
診療情報管理室の石割大範氏

（    ）12新　医　療　2017年5月号（    ）13 新　医　療　2017年5月号



国立研究開発法人  国立国際医療研究センター

住　所：東京都新宿区戸山 1-21-1
理事長：春日雅人

国立国際医療研究センターは６つ
あるナショナルセンターの１つ。
国立高度専門医療センターとし
て、主に感染症・免疫疾患およ
び糖尿病・代謝性疾患に関する
基礎研究、臨床研究から技術開
発、診療、人材育成まで高度総
合医療を推進。また、海外への
保健医療支援などのグローバル
な医療活動にも力を入れている

（写真は第２外来棟・人間ドック）。

「
従
来
は
申
告
が
な
け
れ
ば
不
正
ア
ク
セ
ス
を
認

知
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
動
的

に
ア
ラ
ー
ト
が
通
知
さ
れ
る
の
で
、
対
応
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
こ
の
よ
う

な
自
動
対
応
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル

を
ス
タ
ッ
フ
に
説
明
す
る
こ
と
も
容
易
に
な
り
、

仕
事
の
負
担
が
減
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
病
院
は
、
大
規
模
な
医
療
・
研

究
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
組
織
変
更
も
多
く
、

そ
の
た
び
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定
変
更
を
求
め

ら
れ
る
の
で
す
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は
直
感
的
に
操
作
で

き
る
Ｇ
Ｕ
Ｉ
（
＊
）
画
面
か
ら
容
易
に
行
え
る
た

め
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

同
セ
ン
タ
ー
病
院
で
は
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

開
発
だ
け
で
な
く
、
診
療
情
報
に
関
す
る
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
が

２
０
１
５
年
に
開
始
さ
れ
た
診
療
録
直
結
型
全

国
糖
尿
病
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
「J-D

REA
M

S

」

で
あ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
同
セ
ン
タ
ー
病

院
が
日
本
糖
尿
病
学
会
と
協
力
し
て
実
施
し
て

い
る
大
規
模
多
施
設
糖
尿
病
レ
ジ
ス
ト
リ
で
、
５

年
間
で
10
～
20
万
人
の
糖
尿
病
患
者
の
症
例
情

報
登
録
を
目
指
す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
担

当
で
あ
る
美
代
氏
は
、
そ
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開

発
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
の
症
例
収
集
は
カ
ル
テ
を
手
で
書
き
写
し

た
り
、
電
子
カ
ル
テ
の
デ
ー
タ
を
別
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
用
ソ
フ
ト
に
再
入
力
す
る
労
力
が
必
要

で
、
大
変
手
間
が
か
か
る
も
の
で
し
た
。
私
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
考
案
し
た
の
は
、
治
療
中
の

糖
尿
病
患
者
の
臨
床
情
報
を
電
子
カ
ル
テ
と
連

携
さ
せ
て
匿
名
化
し
た
上
で
収
集
す
る
も
の
で

す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
あ
く
ま
で
日
常
診
療
を

行
い
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
が
デ
ー
タ
を
自
動
で
収

集
・
送
信
す
る
仕
組
み
を
考
え
た
の
で
す
」

「J-D
REA

M
S

」
で
は
、
症
例
デ
ー
タ
を

SS-M
IX

2

ス
ト
レ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
電
子
カ
ル

テ
か
ら
直
接
収
集
。
デ
ー
タ
を
匿
名
化
し
、
暗

号
化
さ
れ
た
通
信
に
よ
っ
て
自
動
的
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
す
る
。
厚
労
省
標
準
で
コ
ー
ド
化

し
た
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
蓄
積
・
保
存

し
、
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
つ

い
て
、
症
例
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
に
は
苦
労
が
多

い
と
美
代
氏
は
話
す
。

「
こ
の
よ
う
な
症
例
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
で
は
、デ
ー

タ
の
形
式
が
標
準
化
さ
れ

て
い
て
も
、中
の
検
査
コ
ー

ド
等
が
標
準
化
さ
れ
て
お

ら
ず
施
設
間
で
バ
ラ
バ
ラ

な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
カ
ル
テ
は
自
由
記

載
が
多
く
、
そ
の
た
め
、

糖
尿
病
の
診
療
情
報
を
構

造
化
し
て
記
述
す
る
標
準

糖
尿
病
診
療
テ
ン
プ
レ
ー

ト
を
開
発
し
て
各
社
の
電

子
カ
ル
テ
に
導
入
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
に
は
、
シ
ス

テ
ム
作
り
だ
け
で
な
く
参
加
医
療
機
関
と
の
交

渉
や
、
実
際
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
施
設
に
敷
設
す

る
な
ど
、
細
か
く
て
労
力
の
か
か
る
作
業
が
必

要
で
す
。
日
本
で
も
複
数
の
、
診
療
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の
疾
患
に

関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
『J-D

REA
M

S

』

の
仕
組
み
を
活
用
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
苦
労

は
幾
分
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
「J-D

REA
M

」
に
参
加
し
て
い
る
医
療
機
関

は
現
在
32
機
関
に
お
よ
び
、
テ
ス
ト
運
用
を
経

て
16
年
３
月
よ
り
患
者
登
録
を
開
始
。
す
で
に

「病院の情報システムは常に外部からの
サイバー攻撃に晒されている」と話す
情報管理室の中川陽介氏

「ネットワークの防御が自動化され、シス
テム管理者の業務が劇的に改善した」
と話す情報管理室の小南亮太氏

タ
ー
病
院
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
同
で
多
言
語
対
応

再
来
受
付
機
を
開
発
。
日
本
語
の
他
、
英
語
・

中
国
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
の
５
ヵ
国
語
に

対
応
し
、
登
録
さ
れ
た
患
者
の
母
国
語
で
の
音

声
案
内
と
画
面
表
示
に
自
動
で
切
り
替
わ
る
。

行
先
案
内
表
示
票
も
母
国
語
に
よ
り
出
力
さ
れ

る
な
ど
、
総
合
的
な
多
言
語
対
応
を
実
現
し
て

お
り
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
も
の
は

全
国
初
で
あ
る
と
い
う
。

　

石
割
氏
は
、
多
言
語
対
応
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

状
況
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
再
来
受
付
機
の
使
用
デ
ー
タ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
を
使
用
し
た
患
者
さ

ん
が
来
院
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
再
来
受
付
機

が
順
調
に
稼
働
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
ね
」

　

同
セ
ン
タ
ー
病
院
で
は
、
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
更
新
以
前
の
２
０
１
６
年
３
月
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
更
新
も
実
施
。
そ
の
更
新
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー

の
利
便
性
向
上
は
も
と
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｎ

（Softw
are-D

efined N
etw

orking

）
に
よ
り
、

管
理
・
運
用
コ
ス
ト
の
低
減
、
さ
ら
に
最
近
問
題

と
な
っ
て
い
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
を
目
指
し
た
と
情
報
管
理
室

の
中
川
陽
介
氏
は
話
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
し
て
い
た
２
０
１
５
年

当
時
、
日
本
年
金
機
構
に
お
け
る
不
正
ア
ク
セ

ス
に
よ
る
情
報
流
出
事
案
が
発
生
し
ま
し
た
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
当
セ
ン
タ
ー
病
院

で
も
、
単
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
信
速
度
や
利
便

性
だ
け
で
な
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｎ
と
高
性

能
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
を
連
携
さ
せ
て
、
外
部
か

ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
を
自
動
検
出
し
、
マ
ル
ウ
ェ

ア
に
感
染
し
た
疑
い
の
あ
る
端
末
を
シ
ス
テ
ム
が

自
動
的
に
遮
断
す
る
こ
と
で
、
人
的
に
は
不
可

能
な
24
時
間
３
６
５
日
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
を

実
現
し
ま
し
た
。
自
動
検
知
だ
け
で
な
く
、
自

動
で
遮
断
な
ど
の
対
応
を
可
能
と
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
仕
組
み
を
提
案
し
て
く
れ
た
の
は
Ｎ
Ｅ

Ｃ
だ
け
で
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
採
用
に
よ
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
定
や
運
用
状
況
の
見
え
る

化
が
で
き
、
設
定
変
更
や
拡
張
も
容
易
か
つ
柔

軟
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

情
報
管
理
室
で
各
種
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・
運

用
を
担
当
す
る
小
南
亮
太
氏
は
、
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
導
入
前
後
の
業
務
の
変
化
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
評
価
す
る
。

SDNとセキュリティ製品を組み合わせた標的型
攻撃対策システム。検知から対処までを全て自
動化することにより、対処漏れの防止や処置に
要する時間の短縮を実現し、初動対応にかか
る人的コストや、初動対応の遅れに伴う被害拡
大リスクを低減している

標 的 型 攻 撃 対 策
（ S D N + セキュリティ製 品 ）

「J-DREAMS」では、データベース構築を円滑に進めるため、通常診療時に電子カルテへ入力した
「糖尿病標準診療テンプレート」から「SS-MIX2」標準化および拡張ストレージを通じて直接データ
を収集。データは匿名化された後に収集し、糖尿病クラウドセンターに蓄積される

J - D R E A M S （ 診 療 録 直 結 型 全 国 糖 尿 病データベース事 業 ）

２
万
６
０
０
０
人
以
上
の
糖
尿
病
症
例
が
登
録

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

現
在
、
医
療
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
で
も
Ａ
Ｉ
の
活
用

が
話
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
ま
ず
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
し
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
そ
の
後
と
美
代
氏

は
強
調
す
る
。

「
現
在
、『IBM

 W
atson

』
な
ど
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る

医
療
支
援
の
話
題
が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
Ａ
Ｉ
が
学
習
す
る
た
め
に
は
膨
大
な
デ
ー
タ

が
不
可
欠
で
す
。
例
え
ばgoogle

は
さ
ま
ざ
ま

な
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
公
開
し
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
が

ツ
ー
ル
を
公
開
し
て
も
平
気
な
の
は
そ
れ
を
裏
付

け
、
開
発
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
膨
大
な
デ
ー

タ
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

日
本
で
も
、
優
れ
た
Ａ
Ｉ
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ず
Ｄ
Ｂ
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｉ
の
開
発
が
進
め
ば
、
現
在
医
療
行
為
と

は
直
接
関
係
の
な
い
、
医
師
の
膨
大
な
書
類
作

成
や
看
護
師
の
煩
雑
な
チ
ェ
ッ
ク
作
業
な
ど
を
Ａ

Ｉ
が
代
行
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
最
後
に
は
医
療
者
が
本
質
的
な
医
療

に
専
念
で
き
る
環
境
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
」

　

今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
更
新

に
つ
い
て
、
現
在
可
能
な
技
術
を
利
用
し
て
、
今

望
み
得
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
が
実
現
で

き
た
と
自
負
し
て
い
る
と
美
代
氏
は
話
す
。

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
し
か
で
き
な
い
ア
ラ
ー
ト
機

能
の
実
装
な
ど
、
可
能
な
限
り
の
工
夫
を
施
し

ま
し
た
が
、
理
想
の
電
子
カ
ル
テ
に
は
、
ま
だ
道

半
ば
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。
例
え
ば
優
れ
た

認
証
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
ロ
グ
イ
ン
せ
ず
と

も
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
端
末
の
前
に
座
っ

た
だ
け
で
使
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
可
能
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
物
品
管

理
の
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
な
ど
も
、
高
性
能
カ

メ
ラ
で
遠
隔
か
ら
自
動
認
識
さ
せ
る
技
術
を
組

み
合
わ
せ
、
チ
ェ
ッ
ク
作
業
を
看
護
師
自
身
が

行
わ
ず
に
済
む
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
も

で
き
る
は
ず
で
す
。
最
終
的
に
は
、
病
院
情
報

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

電
子
カ
ル
テ
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

標
準
糖
尿
病
診
療
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
開
発
し

収
集
・
送
信
の
自
動
化
で
効
率
化
を
実
現

全
国
糖
尿
病
Ｄ
Ｂ
事
業
「J-D

R
E
A
M
S

」

最
新
の
自
動
化
・
認
証
技
術
や
Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ

“
医
療
”に
専
念
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
目
指
す

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
と

運
用
効
率
の
向
上
を
並
行
し
て
実
現
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｎ
＋
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品

＊…Graphical User Interfaceの略 （    ）14新　医　療　2017年5月号（    ）15 新　医　療　2017年5月号
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